
（様式１）

部内マネジメント責任者

納税課 17,336 17,970

合　　計 ▲ 36,752 ▲ 82,744

所　　属

予算額（千円）

予算額の主な増減理由歳出総額

（職員費を除く） 一般財源

総務課 160,454 247,685 総務課　　：庁舎等光熱水費・燃料費高騰の増
　　　　　　庁舎等長寿命化対策の工事の増
　　　　　　包括管理委託業務マネジメント費の増
　　　　　　選挙執行費の増
財政課　　：市債償還（元金・利子）等の減
契約検査課：共同受付費用負担金の減
税務課　　：固定資産税台帳整備業務、標準宅地の不動産鑑定業務の減
納税課　　：会計年度任用職員制度改定による人件費の増
　　　　　　銀行照会手数料の増
　　　　　　法人市民税還付金の増

財政課 ▲ 157,129 ▲ 289,941

契約検査課 ▲ 131 ▲ 131

0 0

0 0

税務課 ▲ 57,282 ▲ 58,327

216,837 155,046

納税課 167,027 128,030

合　　計 6,470,502 5,695,465

【増　減】　（【見　積】－【前年度】）

5,612,721

【前年度】令和４年度　当初予算額（一般会計）

所　　属

予算額（千円）

歳出総額

（職員費を除く） 一般財源

総務課 580,512 428,260

財政課 5,498,646 4,976,649

契約検査課 7,480 7,480

税務課

総務課 740,966 675,945 〇市民に開かれた透明性の高い財政運営を行います。
〇入札・契約手続きの適正な執行を図ります。
〇市税の適正な賦課のための必要経費を計上しました。
〇市税徴収のより一層の強化を図ります。

財政課 5,341,517 4,686,708

契約検査課 7,349 7,349

税務課 159,555 96,719

納税課 184,363 146,000

合　　計 6,433,750

所　　属

予算額（千円）

令和５年度予算の特徴歳出総額

（職員費を除く） 一般財源

予算見積にあたっての基本的な考え方および重点事項
【施策全体の方向性、基本的な考え方】

　総務部は、市役所内の内部管理事務と税務関係（賦課・徴収）業務を行っており、「市民にわかりやすく適切な行政財マネジメント」の着実な推進を図りま
す。
◆公共施設の長寿命化と保全費等の縮減や平準化を図るため、公共施設の計画的な修繕や改修を進め、包括管理業務を導入することによりさらなる効率化
を図ります。
◆各選挙の投票率向上に資する啓発等の取組を進めます。
◆公共工事や物品等の適正な入札および契約を行い、公正で透明性の高い行政運営を進めます。
◆健全な財政の堅持とその根拠となる自主財源である市税および国民健康保険税の適正な賦課・徴収および適正な債権管理を徹底します。

【重点事項】

◆公共施設の長寿命化と保全費等の縮減や平準化を図るため、公共施設の計画的な修繕や改修を進め、包括管理業務を導入することによりさらなる効率化
を図ります。
◆滋賀県議会議員一般選挙、草津市議会議員一般選挙および草津市長選挙の適正な執行に努めます。
◆建設工事等における入札事務の透明性・公正性・競争性の向上を図り、発注者受注者双方のコストを削減するため、電子入札システムの利用を継続をしま
す。
◆歳入の根幹を成す市税および国民健康保険税の適正な賦課に努めます。
◆滞納整理の早期着手・早期処分を進め、税の公平性の確保や納税意欲の高揚と収納率の向上を目指します。

【健幸都市づくりの推進に向けた部内の考え方・主な事業】

《　総務部　令和５年度予算見積方針　》　

部長 南川　等

◆バリアフリー化等、安全・安心に配慮した本庁舎の維持管理に努めます。
◆シルバー人材センターと連携し、各選挙における期日前投票所の投票管理者および投票立会人に従事いただき、高齢者の就労促進に寄与します。
◆予算編成方針において、健康都市の実現につながる予算見積りを促すことで健康都市づくりの推進を図ります。

【見　積】令和５年度　当初予算額（一般会計）



0

マネジメントの視点による財源配分、事務事業の見直し等の考え方について

合　　計 130,206 267,869 ▲ 137,663 0 0

（総務課）草津市議会議員選挙費、草津
市長選挙費
（税務課）税制改正・区画整理に伴う業
務委託

財政課 12,183 12,183 0 0 0 0

納税課 0 0 0 0

0

0 0

0

3,552 0 0 0 0

税務課 3,965 11,898 ▲ 7,933 0

契約検査課 3,552

0 0

A－B

▲は枠超過

総務課 110,506 240,236 ▲ 129,730 0 0 0

枠配分額（当該経費に係る予算見積上限額）に対する見積状況

所　　属

一般行政経費（千円） 扶助費（千円）

枠配分額を超過した場合、その理由
A　枠配分額 B　見積額

A－B

▲は枠超過
A　枠配分額 B　見積額

主要な事業（新規・拡大・重点事業等）　（一般会計および特別会計）

事業名 事業費（千円） 事業概要
一般財源


